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(54)【発明の名称】 内視鏡の操作部

(57)【要約】
【課題】ハウジングの窓に蓋体が被せられた部分におけ
る操作部の厚みを薄く形成して、操作性を向上させるこ
とができる内視鏡の操作部を提供すること。
【解決手段】Ｏリング装着溝１４の側壁１５の一部分を
切り欠いて、その部分においては、隣接するハウジング
内の部材３１の壁面によりＯリング装着溝１４の側壁面
を形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】ハウジングに形成された窓部を密閉するよ
うに外側から被せられる蓋体に、シール用のＯリングを
嵌め込むためのＯリング装着溝が外縁に沿って形成され
た内視鏡の操作部において、
上記Ｏリング装着溝の側壁の一部分を切り欠いて、その
部分においては、隣接する上記ハウジング内の部材の壁
面により上記Ｏリング装着溝の側壁面を形成したことを
特徴とする内視鏡の操作部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は内視鏡の操作部に
関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の操作部を外装するハウジングに
は、組み立てや分解修理等を行うための窓が形成されて
いて、通常は、その窓部を密閉するように蓋体が外側か
ら被せられて固定されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】図７は、そのような従
来の内視鏡の操作部の窓部１２に蓋体１３が取り付けら
れた状態を示しており、蓋体１３には、シール用のＯリ
ング２０を嵌め込むためのＯリング装着溝１４が外縁に
沿って形成されている。
【０００４】したがって、Ｏリング装着溝１４の側壁１
５がハウジング１１内の隣接部材（ここでは、例えば吸
引弁のシリンダ）３１と干渉しないように蓋体１３が窓
部１２に取り付けられ、それによって操作部１０の厚み
Ｗが厚くなって操作性に影響を及ぼしていた。
【０００５】そこで本発明は、ハウジングの窓に蓋体が
被せられた部分における操作部の厚みを薄く形成して、
操作性を向上させることができる内視鏡の操作部を提供
することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の操作部は、ハウジングに形成され
た窓部を密閉するように外側から被せられる蓋体に、シ
ール用のＯリングを嵌め込むためのＯリング装着溝が外
縁に沿って形成された内視鏡の操作部において、Ｏリン
グ装着溝の側壁の一部分を切り欠いて、その部分におい
ては、隣接するハウジング内の部材の壁面によりＯリン
グ装着溝の側壁面を形成したものである。
【０００７】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図３は、内視鏡の操作部１０を示しており、
下端部には挿入部１の基端が連結され、上端部近傍にラ
イトガイドケーブル２が連結されている。３は吸引操作
弁である。
【０００８】操作部１０は外部から水が侵入しない水密
構造に形成されており、上半部においてハウジング１１
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に形成された窓部１２を密閉するように、蓋体１３が外
側から被せられている。
【０００９】図４は、蓋体１３が取り外された状態の窓
部１２部分を示しており、図示が省略されている吸引操
作弁３を受けるシリンダ３１が窓部１２の内側に位置し
ている。３２は、シリンダ３１をハウジング１１に固定
する締め付けナットである。
【００１０】図１は、図４におけるＩ－Ｉ断面であって
窓部１２に蓋体１３が取り付けられた状態を示し、図２
は、図１におけるII－II断面を示している。３３は、シ
リンダ３１の取り付け部をシールするＯリングである。
【００１１】蓋体１３には、シール用のＯリング２０を
嵌め込むためのＯリング装着溝１４が外縁に沿って全周
に形成されており、そこに装着されたＯリング２０がＯ
リング装着溝１４の底面と窓部１２の内周面とで挟み着
けられて潰された状態になり、窓部１２を水密状態に密
閉している。１９は、窓部１２に対して蓋体１３を着脱
可能に弾力的に固定するクリック固定部である。
【００１２】Ｏリング装着溝１４の両側壁のうち外側に
位置する方の側壁は、蓋体１３の外壁によって全周に形
成されている。一方、Ｏリング装着溝１４の内側に位置
する方の側壁１５は、シリンダ３１との干渉を避けるよ
うに部分的に切り欠かれている。図１及び図２に示され
るＡが、その切り欠き部である。
【００１３】そして、Ｏリング装着溝１４の側壁１５に
隣接するシリンダ３１のフランジ部分がその切り欠き部
Ａに嵌まり込んでおり、その部分においては、平面状に
切り欠かれたシリンダ３１の外壁面がＯリング装着溝１
４の側壁面を形成して、Ｏリング２０がＯリング装着溝
１４から側方にはみ出すのを防止している。
【００１４】したがって、Ｏリング装着溝１４の側壁１
５が全周にわたって蓋体１３に形成されているのに比べ
て、側壁１５の厚さ分だけ蓋体１３をハウジング１１内
に潜る位置に配置することができ、操作部１０の厚みＷ
が、その分だけ薄くなっている。
【００１５】したがって、図３に二点鎖線で示されるよ
うに、吸引操作弁３を押し込み操作するための指への蓋
体１３部分の干渉が小さくなり、指の動きの自由度が増
して吸引操作弁３の操作を楽に行うことができる。
【００１６】図５は、本発明の第２の実施例の内視鏡の
操作部の蓋体１３が取り外された状態の窓部１２部分を
示しており、操作部１０内のフレーム板１８とハウジン
グ１１とを連結するステー４１が、Ｏリング装着溝１４
の側壁１５に隣接する「ハウジング内の隣接部材」にな
っている。
【００１７】そして、VI－VI断面を図示する図６に示さ
れるように、蓋体１３のＯリング装着溝の側壁１５が、
ステー４１のハウジング受け部４１ａと干渉する部分に
おいて切り欠かれて、その部分ではステー４１のハウジ
ング受け部４１ａの壁面によりＯリング装着溝の側壁面
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が形成されている。
【００１８】なお、「ハウジング内の隣接部材」として
は、その他にも、送気送水操作弁のシリンダやリモート
コントロール用の電気スイッチなど各種の部材が対象と
なり得るものである。
【００１９】
【発明の効果】本発明によれば、ハウジングに形成され
た窓部を密閉する蓋体に形成されたＯリング装着溝の側
壁の一部分を切り欠いて、その部分においては、隣接す
るハウジング内の部材の壁面によりＯリング装着溝の側
壁面を形成したことにより、Ｏリング装着溝の側壁が全
周にわたって蓋体に形成されているのに比べて、操作部
の厚みを薄く形成して操作性を向上させることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の操作部の窓部
に蓋体が取り付けられた状態の平面断面図（図４におけ
るＩ－Ｉ断面図）である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の操作部の図１
におけるII－II断面図である。 *
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*【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡の操作部の側面
図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡の操作部の蓋体
が取り外された状態の窓部部分の側面図である。
【図５】本発明の第２の実施例の内視鏡の操作部の蓋体
が取り外された状態の窓部部分の側面図である。
【図６】本発明の第２の実施例の内視鏡の操作部の図５
におけるVI－VI断面図である。
【図７】従来の内視鏡の操作部の平面断面図である。
【符号の説明】
１０  操作部
１１  ハウジング
１２  窓部
１３  蓋体
１４  Ｏリング装着溝
１５  側壁
２０  Ｏリング
３１  シリンダ（ハウジング内の隣接部材）
４１  ステー
４１ａ  ハウジング受け部（ハウジング内の隣接部材）

【図１】 【図２】

【図４】 【図５】

【図６】
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